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Ⅷ 子どもの貧困に関する指標 

№ 指標 直近値 算出方法 

教育の支援 

1 

生活保護世帯に属する子供の 

高等学校等進学率 
８９．０％ 

(平成30年3月卒業生) 

（厚生労働省社会・援護局保護課調べ） 

分母：中学校（義務教育学校後期課程、中等   

教育学校前期課程及び特別支援学校中学部を

含む。）の卒業者数 

分子：高等学校（中等教育学校後期課程及び  

特別支援学校高等部を含む。）、高等専門学校 

又は専修学校の高等課程の入学者数 

【目標】 

県全体の高等学校等進学率に

近づける 

2 

生活保護世帯に属する子供の 

高等学校等中退率 ４．５％ 

（平成29年度） 

（厚生労働省社会・援護局保護課調べ） 

分母：高等学校、中等教育学校後期課程、特別

支援学校高等部及び高等専門学校の４月の 

在籍者総数 

分子：その年の翌年３月までに中退した者の数 

【目標】 

減少させる 

3 

生活保護世帯に属する子供の 

高等学校等中退者数 ７９人 

（平成29年度） 

（厚生労働省社会・援護局保護課調べ） 

高等学校、中等教育学校後期課程、特別支援 

学校高等部及び高等専門学校の中退者数 
【目標】 

減少させる 

4 

生活保護世帯に属する子供の 

大学等進学率 
３２．９％ 

(平成30年3月卒業生) 

（厚生労働省社会・援護局保護課調べ） 

分母：高等学校（中等教育学校後期課程及び 

特別支援学校高等部を含む。）、高等専門学校、 

専修学校（高等課程又は一般課程）、各種学校

又は公共職業能力開発施設の卒業者数 

分子：大学、短期大学、専修学校（専門課程    

又は一般課程）又は各種学校への進学者数 

【目標】 

増加させる 

5 

児童養護施設

の子供の 

進学率 

中学校卒業後 

９０．８％ 

(平成 30 年 5 月 1 日時点) 

（厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課調べ） 

分母：その年度末に中学校を卒業した者の数 

分子：その年度の翌年度（５月時点）に高等  

学校、中等教育学校後期課程、特別支援学校 

高等部、高等専門学校、専修学校、各種学校 

又は公共職業能力開発施設に進学している者

の数 

【目標】 

県全体の高等 

学校等進学率

に近づける 
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6 

児童養護施設

の子供の 

進学率 

高等学校等 

卒業後 ２５．０％ 

(平成 30 年 5 月 1 日時点) 

（厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課調べ） 

分母：高等学校、中等教育学校後期課程又は 

特別支援学校高等部の卒業者及び高等専門 

学校（３学年）を修了した者の数 

分子：大学、短期大学、高等専門学校（４学年

に進級した者）、専修学校、各種学校又は公共  

職業訓練施設への進学者数 

【目標】 

増加させる 

7 

全世帯の子供の高等学校 

中退率 １．４％ 

（平成30年度） 

（児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の

諸課題に関する調査） 

分母：年度初めの高等学校在籍者数 

分子：その年度中の高等学校中退者数 

【目標】 

減少させる 

8 

全世帯の子供の高等学校 

中退者数 ２，１６０人 

（平成30年度） 

（児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の 

諸課題に関する調査） 

年度初めに高等学校に在籍していた者のうち、 

その年度中に高等学校を中退した者の数 

【目標】 

減少させる 

9 

スクールソーシャルワーカー

の配置人数 ５２人 

（平成30年度） 

（千葉県教育庁児童生徒課調べ） 

県全体のスクールソーシャルワーカーの 

配置人数 
【目標】 

増加させる 

10 スクールソー

シャルワーカ

ーによる対応

実 績 の あ る 

学校の割合 

小学校 
３１．６％ 

(平成30年度) 

（文部科学省初等中等教育局児童生徒課調べ） 

分母：全公立小学校数   

分子：補助事業を活用したＳＳＷによる対応 

実績のある小学校の数 

【目標】 

増加させる 

11 

中学校 
３９．８％ 

(平成30年度) 

（文部科学省初等中等教育局児童生徒課調べ） 

分母：全公立中学校数 

分子：補助事業を活用したＳＳＷによる対応 

実績のある中学校の数 

【目標】 

増加させる 
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12 

スクールカウ

ン セ ラ ー の 

配置率 

小学校 
２８．１％ 

（平成30年度） 

（千葉県教育庁児童生徒課調べ） 

分母：全公立小学校数 

分子：ＳＣ（準ずる者を含む。）が配置された 

小学校の数 

13 中学校 
１００％ 

（平成30年度） 

（千葉県教育庁児童生徒課調べ） 

分母：全公立中学校数 

分子：ＳＣ（準ずる者を含む。）が配置された 

中学校の数 

14 高等学校 
６６．９％ 

（平成30年度） 

（千葉県教育庁児童生徒課調べ） 

分母：全公立高等学校 

分子：ＳＣ（準ずる者を含む。）が配置された 

高等学校の数 

15 

就学援助制度に関する 

周知状況 

（入学時及び毎年度の進級時

に学校で就学援助制度の書類

を配布している市町村の割合） 

４０．７％ 

（令和元年度） 

(文部科学省初等中等教育局修学支援プロジェ

クトチーム調べ) 

分母：全回答市町村数 

分子：「入学時に学校で就学援助制度の書類を

配付している」と回答し、かつ「毎年度の進

級時に学校で就学援助制度の書類を配付し

ている」と回答した市町村数 
【目標】 

増加させる 

16 新入学児童生

徒学用品費等

の入学前支給

の実施状況 

小学校 
９６．３％ 

（令和元年度） 

文部科学省初等中等教育局修学支援プロジェ

クトチーム調べ 

分母：全回答市町村数 

分子：「当該年度に入学した者を対象に入学前

支給を実施」と回答した市町村数 

17 中学校 
９８．１％ 

（令和元年度） 

生活の安定に資するための支援 

18 

電気、ガス、  

水 道 料 金 の   

未払い経験 

ひとり親世帯 
電気料金 ８．０％ 

ガス料金 ７．５％ 

水道料金 ７．７％ 

（令和元年度調査） 

直近値は、千葉県子どもの生活実態調査（令和

元年度実施）による。 

過去１年の間に、経済的な理由で、電気、ガス、

水道料金について、支払えないことが「あった」

と答えた保護者の割合 

（今後の推移は、国の全国調査の動向を   

踏まえ、調査方法を検討。以下、実態調査に  

よる指標については同様） 

【目標】 

減少させる 

19 

子供がある 

全世帯 

電気料金 ２．８％ 

ガス料金 ２．３％ 

水道料金 ３．０％ 

（令和元年度調査） 

【目標】 

減少させる 
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20 

食料又は衣服

が買えない経

験 

ひとり親世帯 
食料が買えない経験 

２９．７％ 

衣服が買えない経験 

３７．１％ 

（令和元年度調査） 

直近値は、千葉県子どもの生活実態調査（令和

元年度実施）による。 

過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必

要とする食料や衣類を買えないことが「よく 

あった」「ときどきあった」「まれにあった」と

答えた保護者の割合 

【目標】 

減少させる 

21 

子供がある 

全世帯 

食料が買えない経験 

１６．０％ 

衣服が買えない経験 

２１．１％ 

（令和元年度調査） 

【目標】 

減少させる 

22 

本当に困った

ときや悩みが

あ る と き 、 

相談できる人

（家族、友人、

親 戚 、 同 僚 

など）がいな

い保護者の割

合 

ひとり親世帯 
困窮層 ２３．４％ 

周辺層 １２．８％ 

一般層   ５．３％ 

（令和元年度調査） 
直近値は、千葉県子どもの生活実態調査（令和

元年度実施）による。 

本当に困ったときや悩みがあるとき、相談でき

る人（家族、友人、親戚、同僚など）が「いな

い」と答えた保護者の割合 

【目標】 

困窮層・周辺層

の割合を一般

層に近づける 

23 

子供がある 

全世帯 困窮層 ２２．６％ 

周辺層 １２．２％ 

一般層  ４．７％ 

（令和元年度調査） 

【目標】 

困窮層・周辺層

の割合を一般

層に近づける 

24 

頑張れば報われると思う子供

の割合 

困窮層 ６７．１％ 

周辺層 ７３．２％ 

一般層 ７７．４％ 

（令和元年度調査） 
直近値は、千葉県子どもの生活実態調査（令和

元年度実施）による。 

「がんばれば、むくわれる」「自分は価値のある

人間だ」「自分のことが好きだ」と「とても思う」

「思う」と答えた子供の割合 

【目標】困窮層・周辺層の割合

を一般層に近づける 

25 

自分は価値のある人間だと 

思う子供の割合 

困窮層 ３７．８％ 

周辺層 ５０．４％ 

一般層 ５６．３％ 

（令和元年度調査） 

【目標】困窮層・周辺層の割合

を一般層に近づける 

26 

自分のことが好きだと思う 

子供の割合 

困窮層 ３９．４％ 

周辺層 ５０．１％ 

一般層 ５７．６％ 

（令和元年度調査） 

【目標】困窮層・周辺層の割合

を一般層に近づける 
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保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援 

27 

ひとり親家庭

の親の就業率 

母子世帯 
８０．６％ 

（平成27年） 

（国勢調査） 

分母：母子世帯（他の世帯員がいる世帯を含む）

の親の数 

分子：就業者数 

【目標】 

増加させる 

28 

父子世帯 
８６．４％ 

（平成27年） 

（国勢調査） 

分母：父子世帯（他の世帯員がいる世帯を含む）

の親の数 

分子：就業者数 

【目標】 

増加させる 

29 
ひとり親家庭

の親の正規の

職員・従業員

の割合 

母子世帯 
４４．０％ 

（平成27年） 

（国勢調査） 

分母：母子世帯（他の世帯員がいる世帯を含む）

の親のうち、就業している者の数 

分子：正規の職員及び従業員の数 

【目標】 

増加させる 

30 

父子世帯 
７１．２％ 

（平成27年） 

（国勢調査） 

分母：父子世帯（他の世帯員がいる世帯を含む）

の親のうち、就業している者の数 

分子：正規の職員及び従業員の数 

【目標】 

増加させる 

経済的支援 

31 

困窮層 

（ ① 低 所 得 

②家計の逼迫

③ 子 ど も の 

体験や所有物

の欠如のうち

２ つ 以 上  

該当）の割合 

ひとり親世帯 
２２．７％ 

（令和元年度調査） 

直近値は、千葉県子どもの生活実態調査（令和

元年度実施）による。 

①低所得②家計の逼迫③子どもの体験や  

所有物の欠如の定義は、千葉県子どもの生活 

実態調査報告書を参照。 

【目標】 

減少させる 

32 

子供がある 

全世帯 ６．９％ 

（令和元年度調査） 【目標】 

減少させる 

33 

周辺層 

（ ① 低 所 得 

②家計の逼迫

③ 子 ど も の 

体験や所有物

の欠如のうち

１つ該当）の

割合 

ひとり親世帯 
２７．１％ 

（令和元年度調査） 【目標】 

減少させる 

34 

子供がある 

全世帯 １２．３％ 

（令和元年度調査） 【目標】 

減少させる 
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支援につなぐ体制整備 

35 

子どもの貧困対策において、

学校がＳＳＷを活用したいと

考えた際に実際に活用できた

割合 

９５．９％ 

（令和元年度） 

（千葉県教育庁児童生徒課調べ） 

いじめ防止等の取組実施状況報告 

【目標】 

増加させる 

36 

スクールソーシャルワーカー

が関係機関等（児童家庭福祉、

保健・医療など）と連携した 

件数 

１，１９１件 

（令和元年度） 

（千葉県教育庁児童生徒課調べ） 

補助金を活用して配置されたスクールソーシ

ャルワーカーが関係機関等と連携した件数 
【目標】 

増加させる 

37 

子どもの貧困計画を策定した

県内市町村 ４市 

（令和元年６月時点） 
（内閣府子どもの貧困対策推進室調べ） 

【目標】 

増加させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


